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＜連絡事項＞
・特記事項なし
　
＜患者様連絡事項＞
・野村　才恵様～排便コントロールの為、ピコスルファートNa1本処方となる。
・藤井　孝蔵様～排便-5日目にて、ケンエーG浣腸実施。反応便確認している。
・柿木　真吾様～排便-5日目。排便コントロールの為、ピコスルファートNa1本処方となる。
・恵茂田　義春様～排便-5日目。ケンエーG浣腸処方され、実施。反応便見られている。

・高橋　末吉様～退院日がR2.2.5　10：00決定。家族様9：30来院し、会計を済ませてからの退院となる。「白山台」入居され、担当医は「きむらクリニック」に依頼決定。当日は南玄関に迎えに来ます。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞

・立花　圭様～時間隔離中。アニメに関した話し掛けあるが、過度となる事なし。不穏さや幻聴様発言なくスタッフ対応穏やか。引き続き精神症状の変化に注意し観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・恵茂田　義春様～来詰頻回で、排便や私物に関した訴え聞かれている。都度説明にて了承するが、すぐに同内容訴えあり。13:20落ち着かないと訴えあり、ジアゼパム服用。服用後は自室にて臥床して過ごされている。
・井上　和美様～両頬の違和感訴え訴え湿布貼付希望あり対応。小声での独語あるが、スタッフ対面時は穏やか。特定女性患者様へ性的発言あり介入要している。
・中居　うた様～ホールにて過ごしている。時折他室侵入や特定女性患者様へ暴言を吐く事あり介入要している。スタッフ対応時は穏やか。
13:30血圧右141/88mmHg、左130/85mmHg。自覚症状の訴えはない。
・水梨 孝純様～水様便続いている。嘔気や嘔吐無く経過。自室マットレスに寝転がりながらニヤツキ見られている。
・杉澤　恵子様～創部痛や出血、不調の訴えなし。不機嫌さや歩行時のふらつきなく穏やか。

























・長峰　孝様～表情冴えず、食事以外は自室にて過ごしている。話し掛けに対し、返答みられる事あり。
・和田　みよ子様～痰鳴あり適宜吸引し、発熱や酸素飽和度の低下なく経過。介入時の抵抗は強く見られている。体幹の薬疹は増悪なく、体感・下肢の浮腫は持続している。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～時折来詰しコーヒーに関して妄想発言あるが、過度となる事はない。
　　　　　　　　引き続き家族様へアプローチ行っていく。

＜入院患者情報＞

日　　時：R2.2.1　10:23　

氏　　名：中山　真由美(なかやま　まゆみ)様

生年月日：S33年5月7日(61歳)

病　　名：統合失調症

性　　別：女性

　主治医：安ヶ平Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Aユニット11号室
(経過）

　R1.8.29当院退院後は、定期的に外来で通院治療を行っていた。R2.1.4の外来時も「いいお正月を過ごせた、初売りにも行った」と、疎通も良好で有った。

　R2.2.1定期受診時、処方希望する薬をメモして持参され、PLを84回分希望したり「いいから早く（カルテに）書いてください」と、医師へ強い口調で指示してきていた。苛々した様子で表情の硬さも見られている様子。妹が物を盗んで困ると訴え、時計やビーズのセット等を盗られているとも話していた。話にまとまりなく、話したいことを一方的に話す様子見られている。妹様より、この1週間位で急激に症状が悪化している様である。

薬は自己管理しているが、服用していない様子。在宅では、回復することは難しいのではないか。入院も仕方ないと話されている。母様も認知症で、母親を見下しているような雰囲気であり、攻撃性も見られ、母親の言う事は全く聞かない。妹様も疲弊した様子で、もうどうしたらいいのかと家族より入院の希望が聞かれていた。同日、本人より、入院の同意得られず、妹様の同意を得て10：23東病棟Aユニット11号室へ医療保護入院となる。

・洗濯・おやつ：家族依頼

